
大
田
区
議
会
第
一
回
臨
時
会
（
５
月

26
・
27
日
）
に
先
立
ち
、
日
本
共
産
党

大
田
区
議
団
（
党
区
議
団
）
含
む
４
会

派
（
立
憲
民
主
党
大
田
区
議
団
・
東
京

政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
フ
ェ
ア
な
民
主
主

義
）
13
名
で
５
月
12
日
、
区
議
会
議
長
、

自
民
党
、
公
明
党
、
令
和
大
田
区
議
団

の
各
幹
事
長
宛
て
に
区
議
会
の
民
主
的

運
営
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出
し
ま
し

た
（
左
記
参
照
）
。

2022.6.5 大竹辰治区議会だより NO.255

法律相談
顧問弁護士による法律相談です。

お気軽にご利用ください(毎月第２水曜日)

６月８日・７月13日
午後１時～３時

場所 大竹辰治事務所（西蒲田大城通り）

事前にお電話ください℡（3735)２６１１

日本共産党大田区議会議員
発 行 大竹辰治事務所

日本共産党 区議会控室

大田区蒲田 ５－13－14

電話(5744)１４７７

事務所 大田区西蒲田５－９－12

電話(3735)２６１１

自 宅 大田区東矢口３－11－19

電話(3736)４２０２

E-mail:tootake@apricot.ocn.ne.jp

http://tootake.jcp-ota.jp

要 望 書

私たち超党派の議員は、大田区議会の民主的な運営に関わ
り、特に以下の点について要望いたします。

現在の大田区議会の運営は、長い歴史的な経緯の中で作られ

てきました。特に議会運営ルールの変更については、多数決

ではなく、少数会派も含めた全会派・全議員一致で行うべき
です。大田区議会自ら改革につとめ区民の信託にふさわしい

議会であるために、議論を尽くされ実現に努力されるよう要

望いたします。
記

1．現在、本会議における質疑・討論については、「全議員

の発言機会の保障と、能率的かつ公平な議会運営を実現する
ため」として、これまで無かった時間制限を設ける議論がさ

れている。言論の府の議会において、一人一人の議員の発言

は最大限保障されることこそが重要であり、時間制限は導入
しないこと。

2．常任委員会・特別委員会の委員選出については少数会派

の意見も尊重すること。特に、特別委員会の定数は少数会派

の要望に応えるために柔軟な対応をすること(添付資料あり)。
3．役職選出にあたり委員会の正副委員長、理事、付属機関

委員については会派議員数に応じて選出し、交渉会派以外に

ついても適宜配分すること。

以上

４
会
派
13
名
で
区
議
会
の

民
主
的
運
営
の
要
望
書
提
出

区
議
会

臨
時
会

要
望
書
提
出
の
４
会
派

・
日
本
共
産
党
大
田
区
議
団

８
名

・
立
憲
民
主
党
大
田
区
議
団

３
名

・
東
京
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

１
名

・
フ
ェ
ア
な
民
主
主
義

１
名



本
会
議
の
質
疑
・
討
論

に
時
間
制
導
入

本
会
議
の
質
疑
・
討
論
に
つ
い
て
、

「
全
議
員
の
発
言
機
会
の
保
障
と
、
能

率
的
か
つ
公
平
な
議
会
運
営
を
実
現
す

る
た
め
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
無
か
っ

た
時
間
制
限
を
設
け
る
議
論
が
さ
れ
て
、

５
月
19
日
の
議
会
運
営
委
員
会
で
採
択

さ
れ
、
時
間
制
が
導
入
さ
れ
ま
し
た

（
左
図
参
照
）
。

党
区
議
団
を
は
じ
め
４
会
派
13
名
は
、

言
論
の
府
の
議
会
に
お
い
て
、
一
人
一

人
の
議
員
の
発
言
は
最
大
限
保
障
さ
れ

る
こ
と
こ
そ
が
重
要
で
あ
り
、
時
間
制

限
は
導
入
し
な
い
こ
と
を
求
め
反
対
し

ま
し
た
。

自
・
公
が
議
会
役
職
を
ほ

ぼ
独
占

５
月
26
・
27
日
の
大
田
区
議
会
第
一

回
臨
時
会
が
開
か
れ
、
副
議
長
、
常
任
・

特
別
委
員
会
の
正
・
副
委
員
長
の
互
選

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
、
上
左
表
の
と
お
り
で
す
。

依
然
と
し
て
、
議
会
役
職
20
ポ
ス
ト

の
う
ち
自
民
・
公
明
党
だ
け
で
15
ポ
ス

ト
（
75
％
）
を
占
め
ま
す
。

し
か
し
、
、
副
委
員
長
で
党
区
議
団

に
２
名
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

区
民
の
声
が
反
映
さ
れ

る
議
会
運
営
を

今
、
コ
ロ
ナ
禍
で
日
本
全
体
が
窮
地

に
た
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
す
べ
て

の
会
派
が
英
知
を
出
し
合
い
、
区
民
の

く
ら
し
・
営
業
を
守
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
区
民
に
選

ば
れ
た
区
議
会
が
、
区
民
の
声
を
反
映

さ
せ
、
議
会
の
民
主
的
な
運
営
の
た
め

に
、
議
席
数
に
応
じ
た
役
職
配
分
と
な

る
よ
う
、
区
民
の
み
な
さ
ん
や
他
会
派

と
も
協
力
し
、
議
会
の
民
主
的
運
営
に

向
け
全
力
を
挙
げ
て
い
き
ま
す
。

区
議
会
臨
時
会
で
、
委
員
会
の
編
成

の
変
更
が
あ
り
、
党
区
議
団
の
委
員
会

構
成
は
左
図
の
通
り
に
な
り
ま
し
た
。
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介
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光
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会
派
名

2022年5月27日現在

議
席
数

委
員
長

副
委
員
長

共産 ８ ０(２) ２(２)

自民 15 ６(４) ３(３)

公明 10 ３(３) ３(２)

令和 ６ １(１) ２(２)
立民 ３ ０(０) １(１)

現
在
の
配
分
数
（
議
席
数
に
応
じ
た
配
分
数
）

令
和
大
田
区
議
団

犬
伏
・
三
沢
（
維
新
）
・

松
原
元
・
須
藤
・
植
田
・
荒
木
議
員

発
言
制
限
は
行
わ
ず
、
議
席
数
に
応
じ
た

役
職
配
分
で
民
主
的
運
営
を

本会議における質疑・討論について

大田区議会における全議員の発言機会の保障と、

能率的かつ公平な議会運営を実現するため、質疑

及び討論について以下のとおり運用する。

１ 質疑は各日程において５分以内とする。なお、

答弁は含まない。

討論は各日程において一人当たり５分とし、会派

の人数で乗じた時間とする。ただし、30 分を限度

とする。

２ 質疑及び討論の際、目安とする時間を残時間表

示する。

３ 本運用は令和４年第１回臨時会から実施する。


